
意
見
書
第
２
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
は
、
き
わ
め

て
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
で

も
感
染
が
急
激
に
拡
大
し

て
お
り
、
緊
急
事
態
宣
言

が
発
動
さ
れ
た
状
況
と
酷

似
し
て
い
ま
す
。
い
ま
大

切
な
こ
と
は
、
感
染
震
源

地
と
な
っ
て
い
る
エ
ピ
セ

ン
タ
ー（
感
染
者
・
と
く
に

無
症
状
の
感
染
者
が
集
ま

り
、
感
染
が
持
続
的
に
集

積
す
る
地
域
）を
明
確
に

し
、
そ
こ
に
検
査
能
力
を

集
中
的
に
投
入
し
て
、
網

羅
的
か
つ
大
規
模
な
検
査

を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

多
く
の
専
門
家
が「
全
国

で
い
く
つ
か
の
エ
ピ
セ
ン

タ
ー
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
感
染
が
広
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い

る
」と
指
摘
さ
れ
、
感
染

を
抑
止
す
る
こ
と
が
緊
急

意
見
書
第
1
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
的
に
蔓ま

ん

延え
ん

し
、
わ
が
国
は
、
戦
後
最

大
の
経
済
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
地
域
経
済
に
も

大
き
な
影
響
が
及
び
、
本

年
度
は
も
と
よ
り
来
年
度

も
、
地
方
税
・
地
方
交
付

税
な
ど
一
般
財
源
の
激
減

が
避
け
が
た
く
な
っ
て
い

る
。
地
方
自
治
体
で
は
、

医
療
介
護
、
子
育
て
、
地

域
の
防
災
・
減
災
、
雇
用

の
確
保
な
ど
喫き

っ

緊き
ん

の
対
応

や
、
長
期
化
す
る
感
染
症

対
策
に
も
迫
ら
れ
、
地
方

財
政
は
巨
額
の
財
政
不
足

を
生
じ
、
厳
し
い
状
況
に

陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
度
地
方
財
政
対

策
及
び
地
方
税
制
改
正
に

向
け
、
次
の
事
項
を
確
実

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
ま
め
な
手
洗
い
、
マ
ス

ク
着
用
、
三
密
を
避
け
る

な
ど
、
お
互
い
が
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
感
染
の

疑
わ
し
い
人
は
速
や
か
に

検
査
を
す
べ
き
で
す
。

日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

世
界
で
１
５
７
位
、
こ
の

異
常
な
遅
れ
を
直
ち
に
解

消
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
か
ら
命
と
健

康
を
守
る
た
め
の
抜
本
的

な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

し
感
染
防
止
対
策
の
推
進

を
求
め
た
意
見
書
で
す
。

何
よ
り
も
国
民
の
命
と

健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
、
感
染
防
止
対
策
を

推
進
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

３
つ
の
事
項
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
た
も
の
で
す
。

意
見
書
内
容

１
．
感
染
震
源
地
と
な
っ

て
い
る
エ
ピ
セ
ン
タ
ー

を
明
確
に
し
、
そ
の
地

に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
す
る
。

意
見
書
内
容

１
．
地
方
の
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
な
地
方

税
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
一
般
財
源
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
累

積
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
発
行
額
の
縮
減
に

努
め
る
と
と
も
に
、
償

還
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
。

２
．
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
財
源

保
障
と
財
源
調
整
機
能

が
適
切
に
発
揮
で
き
る

よ
う
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

３
．
令
和
２
年
度
の
地
方

税
収
の
大
幅
減
収
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

思
い
切
っ
た
減
収
補
填

措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
減
収
補
填
債
の
対

象
と
な
る
税
目
に
つ
い

て
も
、
地
方
消
費
税
を

含
め
弾
力
的
に
対
応
す

域
の
住
民
、
事
業
所
の

在
勤
者
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
。

２
．
陽
性
者
を
隔
離
・
保

護
・
治
療
す
る
体
制
を

緊
急
に
作
り
上
げ
る

こ
と
。

３
．
上
記
施
策
を
実
施
す

る
た
め
十
分
な
財
源
を

確
保
し
、
自
治
体
や
医

療
機
関
に
対
し
財
政
的

支
援
を
行
う
こ
と
。

全
員
賛
成
で
可
決

る
こ
と
。

４
．
税
源
の
偏
在
性
が
小

さ
く
、
税
収
が
安
定
的

な
地
方
税
体
系
の
構
築

に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
税
・
地
方
税
の
政
策

税
制
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
な
合
理
化
を
図
り
、

新
設
・
拡
充
・
継
続
に
当

た
っ
て
は
、
有
効
性
・

緊
急
性
を
厳
格
に
判
断

す
る
こ
と
。

５
．
特
に
、
固
定
資
産
税

は
、
市
町
村
の
極
め
て

重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、

制
度
の
根
幹
に
影
響
す

る
見
直
し
は
、
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
を
問

わ
ず
、
断
じ
て
行
わ
な

い
こ
と
。
先
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
講
じ
た

特
例
措
置
は
、
臨
時
の

措
置
で
あ
り
、
期
限
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す

る
こ
と
。全

員
賛
成
で
可
決
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